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fatty acid，PUFA）であるeicosapentaenoic acid（EPA）やdocosahexaenoic acid（DHA）は
高比重リボ蛋白質コレステロール（high densitylipoprotein cholesterol，HDL－C）上昇
作用を有する。
本研究は、日本とハワイに在住する日本人男女を対象に、EPAやDHA摂取量と血清HDL－C
値の関連を横断的疫学調査により検討したものであり、日常食生活におけるn－3PUFA摂取
量と血清HDL－C値との正の相関が男性対象者において示された。この相関は女性ではみられ
なかったが、アルコール摂取量、BMI、喫煙本数とHDL－Cとについては、男性と同様に正（ア
ルコール摂取量）あるいは負（BMI、喫煙本数）の相関が認められた。
本論文は、魚介類の摂取量に大きな差のある集団において高度に標準化された栄養調査を、
国際共同研究として実施したものであり、その成果は虚血性心疾患の予防に寄与することが
期待される。よって、博士（医学）の学位論文に値する。
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